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一般社団法人

「演題発表のチャンス到来!! 積極的な発表を」
第20回東海北陸作業療法学会　運営委員長　厚生連滑川病院　水 島 朝 範　

一般社団法人

　１年延期になってい
た第20回東海北陸作業
療法学会が、今年12月
12日㈰に富山県で開催
されます。運営委員会
で会議を重ねた結果、
現在のコロナ状勢を鑑
み、従来の２日間にわ

たる学会を１日開催へと変更する運びとなりまし
た。初のハイブリッド形式の学会開催に向けて準
備を進めているところです。（初のＬＩＶＥ配信
やオンデマンド配信に向けて検討中の課題はまだ
まだ多いです⇒パソコンに詳しい方は是非会場係
でのご協力をお願い致します！！）講演に関しては、
例年通り講師の先生方に会場にてご登壇いただく
予定となっておりますので、県士会員の皆様は是
非、富山国際会議場まで直接足を運んで聴講して
ください。
　また皆様には７年に１度の富山開催という時期
を好機ととらえ、発表を中心に学会を盛り上げて
いただきたいと思います。発表をされる方はもち
ろんの事、発表をサポートしてくれる仲間にも研
鑽の機会はつながり、運営側のスタッフへも（抄
録編集や査読など）研鑽の輪は拡がります。そし
て発表だけでなく学会準備・運営に携わることで、
組織や団体の一員として多くの事を考える機会
（チームを組んで仕事をする機会）にもなると思
っています。学会テーマ『未来を切り開く作業療

法～研鑽からの創造～』にあるように、今学会を
通じて１人１人が改めて「研鑽」について考える
機会となり、学会後には「創造」へとステップア
ップできる学会になればと思っています。
　今学会での演題発表はポスター発表を中止とし、
音声録画による口述発表のみの形式としました。
学会当日より１ヶ月間のオンデマンド配信の予定
となりますので、参加者にとっては地理的・時間
的な制約も少なく、従来の形式に比べ多くの人に
視聴されるはずです。そのため発表後もより活発
な意見交換（貴重なコメントや質問）がなされる
ものと思っています。こんなチャンスなかなかな
いと思いませんか？（笑）コロナ禍というピンチ
をチャンスに変えるかはあなた次第です！！
　最後に前学会（第13回東海北陸作業療法学会）
では富山県で初の演題登録システムが稼働し、今
回も追加修正が加わり更にバージョンアップし、
皆さんがより円滑な演題登録がしやすいようにな
っています。すでに５月１日より演題登録（５月１
日～７月31日まで）は開始しています。何度もし
つこいようですが、是非皆さん学会ホームページ
にアクセスして、そして演題登録をお願い致しま
す。多くの演題発表をお待ちしております。演題
発表についてお悩みの方はお気軽に運営委員
（リハビリテーション部：水島
 　　　　　　rihabiri@kouseiren-namerikawa.jp）
にご相談ください。私たちが全力でサポートしま
す！！
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　この度、電子図書（海外青年協力隊として作業療法士が得たヒント）を発行しました。今から約10年前
になりますが、私は海外青年協力隊（シニア隊）に参加しました。２年間中米のニカラグア共和国のリハ
ビリ専門病院に派遣されていました。その時に感じたこと、思ったことを書いてみました。各章（下記に
示した通り）で関心を持たれ方はどうぞ検索してみてください。

まずはGoogleで「Kindle」と打ち、アマゾンストア内の上部の検索画面で「早川俊秀」と検索すると本
の表紙および各章タイトルが出て来ます。アマゾンアカウントを登録してない人はアマゾン会員登録を
した後、500円で購入できます。月額980円のKindleアンリミッテッド(KUP)会員は無料で読めます。

老人保健施設なごみ苑　早川　俊秀

コロナ禍に読みたいおススメの1冊コロナ禍に読みたいおススメの1冊
「海外青年協力隊として作業療法士が得たヒント」「海外青年協力隊として作業療法士が得たヒント」

第一章　ニカラグア共和国の国事情　　　　　第四章　作業活動することの面白さ
第二章　任地での活動状況　　　　　　　　　第五章　日本作業療法史の概要
第三章　国際ボランティアになるには　　　　第六章　未来の作業療法について思うこと

検索方法：

福利厚生部からのお知らせ福利厚生部からのお知らせ

　メディカルオンラインは、医学文献の検索・閲覧、及び文献全文ダウンロード提供をする医療総合
Webサイトです。日本国内の学会・出版社発行の雑誌に掲載された医学、歯学、薬学、看護学、医療技
術、栄養学、衛生・保健などのあらゆる医学 関連分野の「医学文献」から検索が可能です。
　メディカルオンラインによって、論文を探すスピードが向上。自宅からもアクセス可能。便利なサービ
スです。この機会に是非、ご利用ください。

メディカルオンライン実施します！メディカルオンライン実施します！

メディカルオンライン利用について

ぜひ、学会演題登録に向けて活用してみてください!!

利用期間：2021年7月1日～2021年12月
ログイン画面：http://www.medicalonline.jp/
ID／パスワード：ID／パスワード認証方式で、一人に1つです。
※利用を希望される場合は、ID/パスワードをお伝えします。業務の都合上、ID/PWをお伝えするまでに、
お時間かかる場合がありますので、ご了承ください。

【利用上の注意】
１．より多くの会員が利用できるように、「全文ダウンロード」はひとり２文献まででお願いします。
ダウンロード数に制限があります。職場など他の環境で「メディカルオンライン」を利用できる方は、なるべく
そちらを優先してダウンロードしてください。
２．文献の内容はアブストラクト（抄録：先頭文字400字程度）で確認できます。 アブストラクト（抄録）
の確認だけなら、フリーです。ダウンロードとみなされません。 

３．パスワードは、発行された県士会員以外は利用させないこと。
【応募方法】下記のメールアドレスまでお申し込みください。
　　　　　　件名「メディカルオンライン希望」　本文には①氏名　②所属が必要です。
【問い合わせ】釈永　祐貴（グリーンヒルズ若草病院）
　　　　　　　TEL：0766-53-8811　E-mail：toyamaOTfukurikousei@gmail.com　　
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　３月13日㈯に開催したMy Favorite展も今年で３回目となります。ヴィストキャリアとヴィストカレッ
ジで合同開催し、キャリアやカレッジの利用者さんをはじめ、県内の学校、デイケア、病院の作業療法で
制作した作品など、幅広くお声かけさせていただき、たくさんの作品が集まりました。
　今年度は特に、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、展示会などで作品を披露する機会も少なく、寂
しいとの声も聞かれたこともあり、感染予防対策を徹底し開催する運びとなりました。 今年のテーマは、
『「好き」はつながる　「好き」はひろがる　「好き」は私の原動力』と題して行いました。直接人と会
いづらい、家にいることが多い。そんな今だからこそ、自分が「好き」になったものを誰かにちょっと見
てもらいたい。それぞれの「好き」が人と人をつなげて、そこから新たな「好き」がひろがってい
く・・・。作品を通して繋がりや、親しみ、温かさを感じていただければとの思いからのテーマです。
　コロナ禍ということもあり、利用者さん以外の方の来場者数は少なかったですが、それでも作業療法士
の方を含めた一般の方も30名近くご来場くださいました。また、当日は作品展示のみでなくワークショッ
プにてペーパービーズアートと流木アートを行い体験いただきました。
　来年度も第４回 My Favorite展の開催を予定しております。皆様からのご出展・ご来場をお待ちしてお
ります。
　　

　最後に、新型コロナウイルス感染症の問題で、日本でも先の見えない状況が続いています。作業療法士
協会でも各都道府県作業療法士会と協力していろいろな活動をしていることと思います。富山県作業療法
士会でも、解決に向け「明けない夜はない」と信じて、会員一人一人が互いに手を取り合って協力していく
必要があると思います。いち早く、新型コロナウイルス感染症が収束へ向かうよう心から願っております。

「第３回 My Favorite展を終えて」　

ヴィストキャリア富山駅前　横山　哲之

～第3回 My Favorite展パンフレットより～
「好き」を見つけるのに大切なのは「好奇心」だと思います。｠
でも「そもそも好きなことがない、わからない」という人も…｠。
そんな方にとって、今のコロナ禍は好きなこと探すには最高の時です。｠
人はつまらなくなると何かをしようとします。｠
その時に自分は何をするか？どんなふうに時間を使っているか？｠
何に興味を持ち、何を調べて、何をいじって…｠。
「好奇心」を持って自分を観察してみましょう♪｠
きっと、小さな「どうしてだろう」が、新しい「好き」の発見につながります♪｠
そして、見つけた「好き」を、ちょっと皆にも知ってもらう。｠
そんな「My Favorite展」でありたいと思っています。｠
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委員長　飯田　朱美（池田リハビリテーション病院）

　生活行為に不自由を感じているすべての住民が、自らの能力を発揮し自分らしい生活を継続出来るよう、
①課題解決に向けた工夫情報等を提供するとともに、②身近な地域でOTによる相談が受けられる体制づ
くりを行うことを目的としています。
　住民自ら課題解決に向けた取り組みができるようになる事、OTが地域の身近な相談者として認知され
るようになる事をねらいとしています。
　対象者の困りごとに対して、福祉用具だけでは解決できないことも多くあります。そのような時、問題
となっている生活行為（作業）に対して、作業療法士は市販品の活用・工夫、自助具の作製で日々対応し
ていると思います。

　さまざまな現場で大きな力を発揮している「OTによる生活行為の課題解決に向けた工夫」。その素敵
な「工夫」をみんなで共有できたら。多くの方々の生活が豊かになる！それに向けて、OTが行っている
様々な工夫を「集め」「情報発信する」事業です。

日本作業療法士協会　福祉用具相談支援システムは登録されていますか？
このシステムを活用して行っていきますので、まずは、登録をお願いいたします。

本年度は委員内での試行と事業運営準備を行い、来年度からの始動を予定しています。
福祉用具に関心ある方、事業運営に協力を頂ける方、お気軽に声をかけてください。

～福祉用具支援事業委員会たより～

生活行為工夫情報事業に取り組みます‼　？？生活行為工夫情報モデル事業ってなに？

池田リハビリテーション病院　飯田朱美
i29560657@gmail.com
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　訪問リハビリテーション研究会は、役員11名

（ＰＴ７名・ＯＴ４名・ＳＴ２名）が中心となり

「在宅生活を考えるリハビリテーション研修会」

を毎年、年２回開催しています。昨年度はコロナ

禍で、残念ながら年１回の開催となりました。令

和２年１月31日に、Zoom開催にて行われ、46名

が参加しました。高知県にある“在宅リハビリ研

究所 株式会社らいさす”の代表取締役社長PTの吉

良健司先生をお招きして、ストレングアプローチ

についての講義を受けました。通信障害などのト

ラブルも若干ありましたが、とても充実した時間

になりました。

 ストレングスアプローチとは、強みに焦点を当

て、その人の主体性や自律心を引き出しつつ、生

活課題を解決するアプローチ方法です。従来の身

体機能中心のアプローチは、弱みを評価・分析し

て強化・手当していくウィークネスアプローチで

す。これでは対象者は依存的・消極的になりがち

です。生活期においては、その人の強みを強調し

ながら弱みをコントロールする方が、より活動参

加につなぎやすく心身機能を高めることができる

のです。私も生活期のリハビリ施設で訪問リハビ

リに携わっていますが、やはり長期の療養で、う

つ傾向になってしまう対象者をよく見かけます。

吉良先生によると、長期にわたってのストレス回

避困難な環境に置かれた人や動物は、その状況か

ら逃れようとする努力すら行わなくなる、“学習

性無力感”という現象に陥ってしまうそうです。

確かに退院直後は、意欲的に生活していたのに、

数年も経つと、依存的で無気力でネガティブな発

言が目立つことが度々みられます。長期間のスト

レスは前頭葉の委縮を起こし、うつや認知機能の

低下をもたらすとのこと。価値観の転換が必要と

のことです。では価値観を変えるためにはどうす

れば良いのでしょうか？コップの水を見て、半分

しかないと思うか、半分もある！と思うか。物事

の事実は変わらなくても、本人の受け取り方で不

幸にも幸福にもなる、と吉良先生は言われます。

生活期は簡単に機能が回復しないことも事実です。

しかし、将来を悲観している対象者が、療法士の

関わりで気持ちが前向きになって、活動参加につ

ながることもあります。そのような時は、仕事に

醍醐味を感じます。OTになってよかったなと…

ストレングスアプローチを使って、自分から価値

観の転換の提案ができる、柔軟な思考を持つこと

が大事だと感じました。さて、今年度も訪問リハ

ビリテーション研究会では、Zoomによる研修会

を企画しています。今回はフィジカルアセスメン

トについて、呼吸リハ・嚥下障害の権威である三

重県の医師、井上登太先生をお招きしています。

また、診療報酬改定について、県職員の方に講義

をお願いしています。現状報告や情報交換会も企

画しています。盛りだくさんの内容で、業務に直

結する内容であること間違いありません。是非お

誘いあわせの上、参加してくだいますよう、よろ

しくお願いいたします。

訪問リハビリテーション研究会の活動について

稲田　繭子（みしま野苑一穂）
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　一般社団法人日本作業療法士協会は、全都道府
県士会に認知症作業療法推進委員を配置し、各士
会と協会が連携しながら認知症支援の推進に取り
組んでいる。全国でも埼玉県作業療法士会が「認
知症の人の家族の会」との連携を先駆けて行い、
2020年６月２日に参議院厚生労働委員会において
その成果について取り上げられた。その委員会に
おいて、認知症の人の家族の会より「介護する家
族が認知症の本人のことを一番身近に理解してお
り、これに作業療法士による専門職の視点が加わ
ることで、劇的な改善を何度も認めた」との意見
が聞かれた。

　富山県でも若年性認知症相談支援センターから
声が掛かり、昨年度から若年性認知症の人と家族
の会の交流会へ作業療法士が参加するようになっ
た。交流会では、当事者が「やりたいことを主体
的に取り組めるように」「活き活きと過ごせるよ
うに」「アクティビティを提供してほしい」との
要望があり、季節にちなんだものや、外出に使え
る実用的なものを対象者それぞれの能力に合わせ
て作成している。
　交流会の運営は、認知症作業療法委員会から２
名、保健センターの保健師が３名、認知症専門看
護師２名が参加している。作業療法士は、アクテ

ィビティの立案、準備、進行を行い、保健師は、
当事者たちの状況を看護師や作業療法士に情報提
供を行うと共に家族の対応を行っている。認知症
認定看護師は、当事者への援助を主に行う。当事
者にほぼ個別対応で行うため、運営はスムーズに
行われている。
　今年度最後の交流会が、３月20日㈯に開催され、
当事者７名が参加された。今回は、ランプシェー
ドを作っていただいたが、できることに違いがあ
り、そのことが、個性あふれたランプシェードに
なった。
　完成後、ランプシェードを点灯し、作品発表会
を行い、工夫したところや特徴などを一人ずつ報
告してもらった。
　交流会の終盤には当事者の方によるウクレレ演
奏があり、「この歌は知っとるわ」「自分たち世
代の曲や」などと話しながら、演奏に合わせて皆
さん手拍子をしたり、楽しそうに歌われていた。
従来、当事者とそのご家族が別室で過ごしていた
が、今回は、広めの部屋をパーテンションで仕切
り、お互いを意識しながら、安心して開催するこ
とができた。
　富山県では、コロナウィルス感染症の状況を確
認しながら、今年度も２カ月に１回交流会を開催
する予定である。交流会が当事者とそのご家族に
とって楽しく、定期的な外出機会となり、出来る
ことを見つける場になればよいと思う。
　日々の臨床では、多くの患者や利用者に認知症
を合併していることが多く、適切な支援を提供す
る上でも、一人でも多くの方に、認知症と作業療
法への関心を持ってもらいたい。また、多くの
方々と作業療法士が連携することで、作業療法士
の役割やスキルについて、知ってもらう機会とな
れば幸いです。

若年性認知症相談支援センターの家族会について

野原　果鈴（福寿園　福野デイサービスセンター）
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　「次回のリレーコ
ラムをお願いできま
すか？」と野田さん
から突然連絡がきて
「今度、酒を奢って
くれるならいいよ」
と軽い返事をしてし
まいました。まさか
楽しいＧＷ中にこの
記事を書くことにな
ってしまうとは…後
悔しています。　
　まず、そもそもコ
ラムってなんです

か？って思い、数年ぶりに辞書を引きました。
『コラム：新聞、雑誌に短い評論などを書く囲
み欄。（評論：批評し論ずること、批評：事物
の長所・短所などを指摘し価値を論じるこ
と）』となっており、物事を批評する技量も器
も、私には持ちあわせていないので、あきらめ
て自由に記載したいと思います。
　最近では密をさけ、家飲み運動・キャンプな
どが流行っておりますが、私も休日の朝は「昨
日飲んだ酒の分だけ」と、ランニングをしてい

ます。私の生息地は富山市の海沿いですので、
もし海岸で亀のように軽やかに走っている私を
発見しましたら温かい声援お願いします。
　また、最近キャンプギアを職場の先輩からい
ただいたり、テントや焚火台などを買ったり、
いろいろと収集して、キャンプも行かずに満足
するという変な感じになっております。
　さて、達成意欲という言葉を知っています
か？達成意欲とは、新規事業や組織改革など、
物事に対するチャレンジ精神の旺盛さを意味す
る言葉だそうです。達成意欲は性格の一側面で
すので、高いから良い・低いから悪いというも
のではなく、高い人は周囲を振り回したり、わ
がままにみられたり、低い人は皆に優しい人・
八方美人と思われたり、状況や活かし方次第で
長所にも短所にもなるそうです。
　先ほどキャンプの話をしたとおり、私も行動
開始にしりごみするタイプですが、もう30代半
ばであるので、プライベートでは達成意欲の高
い人となり、もっとやりたいことに挑戦してか
っこいい中年になれればと思います。次回は、
お世話になっている中年…でなく、若々しいあ
の人にバトンを渡しておわりたいと思います。

会員リレーコラム

　県士会の皆さんこん
にちは。入善町にある
丸川病院で勤務してい
る野坂綾華です。かみ
いち総合病院の黒田さ
んからバトンを受け継
ぎ、今回担当させて頂
くことになりました。
黒田さんは富山医療福
祉専門学校の先輩です
が、黒田さんの学年と
一緒に卒業したため同

期にあたります。卒業後の行事を通して連絡を
とるようになってから、時々食事に行ったりし
て交流をとっています。まだ交流回数が少ない
ので、もっと食事に行きましょう！
　現在、作業療法士となり３年目に入りました。
２年目の後半までは亜急性期～回復期病棟で勤
務し、現在は訪問リハビリで勤務しています。
病棟で担当させて頂いた患者様を訪問リハビリ
で継続して担当することがあり、一人の患者様
を長い目で支援できることにやりがいと楽しさ
を感じています。病棟では、身体機能や生活動

作に着目した視点で、より自立度の高い動作獲
得に向けて関わってきましたが、在宅での生活
像をイメージしにくく、福祉用具の選定等に悩
むことが多かったです。しかし、訪問リハビリ
では在宅からの視点で支援ができるのと、在宅
で様々な福祉用具を見ることができるので、自
分自身の知識向上にも繋がっています。また在
宅では、患者様とご家族様が安心して生活を送
れるように、双方の視点から生活スタイルを築
き上げていくことが大切だと学びました。今後
も患者様とご家族様の気持ちに寄り添い、日々
勉強していきたいと思います。
　私の休日の過ごし方・気分転換としては、ド
ライブが好きなので友達や職場の同期・先輩方
と一緒にドライブをしています。また、職場の
先輩の勧めから今はスケボーにも興味をもち、
時々一緒に滑りに行っています。その他にもラ
イブや旅行も好きですが、今はコロナで自由に
外出ができないので、終息したらライブに行っ
たり、県外へGO TO トラベル（笑）したりし
たいです。
　最後に、次のバトンは新川老人保健施設の佐
藤さんへ渡したいと思います。

丸川病院

野坂　綾華

済生会富山病院

作田　甚太郎
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デイケア光ヶ丘

　当施設は、国道156号線に面し高岡市と砺波
市の中間に位置しています。１日の利用定員数
は40名であり、短時間のご利用から１日のご利
用まで選択していただくことができます。
リハビリテーションスタッフは、理学療法士４
名、作業療法士２名、言語聴覚士２名の８名で
構成されています。
　令和２年度から着任したリハビリテーション
医師により、『臨床美術』、『音楽療法』、
『園芸療法』が導入されました。活動面が充足
し、活動を介して利用される方の意欲や興味に
はたらきかけることで、発言や行動の変化がみ
られることを改めて実感しています。また、リ
ハビリテーション会議を積極的に実施すること
により、ご本人、ご家族のニーズを身近に感じ
ながら把握させていただくことができ、その内
容を基に他職種間で連携し、望まれる日常生活
に向けての目標の共有を図り、生活課題として
のリハビリテーションへの取り組みにも反映し
ています。
　リハビリテーション機器として、随意運動介
助型電気刺激装置（IVES）、トレーニングマ
シーン（HURバリアフリーライン）、レッド
コード、ストレングスエルゴ（三菱電機エンジ
ニアリング）、DAM（第一興商）等を導入し
ており、これらの機器を活用しながら、利用さ
れる方々の機能向上からADLの変化に繋げる

よう、試行錯誤しながら個別・集団リハビリテ
ーションを提供しています。最近では活動やリ
ハビリテーション内容に関して、利用されてい
る方同士で意見交換をされたり、自発的にリハ
ビリテーションに取り組まれる姿が頻繁にみら
れるようになってきました。
　現在はコロナ渦ということもあり、開催を控
えていますが、以前は、ご利用されている方、
ご利用されている方のご家族や地域住民の方々
を交えた納涼祭も毎年８月に実施し、地域交流
も盛んに行っていました。地域に必要とされる
医療機関の施設として在るために、地域に根差
し、地域の方が住み慣れた地域で安心して生活
が送ることができる。そのための一助となれる
よう、今後もスタッフ一同、質の高いサービス
の提供を目指し取り組んでいきたいと思ってい
ます。

長井　拓也
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日　時：2021年７月18日（日曜日）　10:00～11:30（入場開始９：30より） 
　　　　※研修会の進行具合により時間は多少変動することがあります。　
場　所：zoomによるWeb研修 
テーマ：「『スキン‐テアの予防と管理』
　　　　　　　　　　－患者とあなたを守るための医療者必須知識－」
講　師：紺家　千津子先生（石川県立看護大学　成人看護学）
内　容：現場でよく見かける皮膚の裂傷の基礎知識、リハビリを含む裂傷の生じや

すい場面、予防方法（環境設定、皮膚の保護方法）に加え、高齢者に起こり
やすい褥瘡についてもご講義いただきます。

参加費：会員1,000円、非会員（他職種含む）1,500円
　　　　いずれも障害老人部会の郵便口座への送金となります。

※職種は問いません。お誘いあわせの上、多くの方のご参加をお待ちしてい
ます。

　　　※申し込みいただいた後、メールにて送金先などをご案内いたします。
　　　・電信払込、電信振替、口座間での送金で入金していただけます。
　　　　詳しくは後日お送りするメール内容をご確認ください。
　　　・入金手数料は参加者のご負担となります。
申し込み締め切り：2021年７月11日（日曜日）     
　　　※締め切りが近いためご注意ください。
生涯教育ポイントについて：
　　　日本作業療法士協会のアカウントにポイントが付与されます。

◆申し込みは、下記のQRコード、またはURLから
https://docs.google.com/forms/d/1gYkfd0CL2kUJQvGeYeHX1K0AKeJdTcHDhyZN
KvH8160/edit

◆問い合わせは、
〒935-8531　富山県氷見市鞍川1130番地
　　>>>>> 金沢医科大学氷見市民病院リハビリテーション部
　　>>>>> 富山県作業療法士会　障害老人部会長
　　>>>>> 作業療法士　菅澤　大介
　　>>>>> ＴＥＬ　0766－74－1900（内線 1500）
　　>>>>> ＦＡＸ　0766－74－1901
　　>>>>> メール　s-daisu@kanazawa-med.ac.jp

障害老人部会研修会開催のお知らせ
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氏名種類 旧所属 新（現）所属
新入会 関　奈那子  JCHO高岡ふしき病院 
新入会 小幡　遥加  市立砺波総合病院 
新入会 南　　太基  市立砺波総合病院 
新入会 桶谷　胡桃  いま泉病院 
新入会 米田　麗花  射水市民病院 
新入会 久保　彩奈 恵寿総合病院 介護老人保健施設　アルカディア雨晴 
新入会 松浦　　媛  介護老人保健施設　みしま野苑一穂 
新入会 島　志乙李  介護老人保健施設 ゆうゆうハウス リハビリ 
新入会 副田　美功  株式会社つくし工房　つくしの家 
新入会 堀田　成美 木島病院 かみいち総合病院 
新入会 田野口　葵  済生会高岡病院 
新入会 山口　璃子  済生会高岡病院 
新入会 鳥山萌々華  砺波誠友病院 
新入会 田中恭士郎  富山県リハビリテーション病院・こども支援センター 
新入会 湊　　果帆  富山赤十字病院 
新入会 門野　公祐  富山西総合病院 
新入会 伊東　朱音  富山西リハビリテーション病院 
新入会 林　　幸司  富山西リハビリテーション病院 
新入会 堀詰　彩花  富山西リハビリテーション病院 
新入会 杉本　沙耶  富山労災病院 
新入会 折橋　佳那  西能みなみ病院 
新入会 平　優里亞  西能みなみ病院 
新入会 太田　麻矢  光ヶ丘病院 
新入会 坪田　侑也  光ヶ丘病院 
新入会 藤田　華奈  万葉病院 
新入会 藤本　真慧  老人保健施設　シルバーケア栗山 

新入会員

　このたびZOOM でのオンライン交流会を開催いたします。 今後増えてくるオンラインでの研修に慣れ
る良い機会かと思います。お好きな飲み物や食べ物を召し上がりながら、会員同士親交を深め、楽しい時
間を過ごしましょう！

2021オンライン新人交流会のご案内2021オンライン新人交流会のご案内

日　時：令和３年10月９日㈯　20：00～（１時間程度）
申し込み締め切り：９月17日㈮
対　象：今年度、県士会に入会された会員
方　法：ZOOMアプリを利用した飲み会
　　　　「ZOOM」アプリを当日までに、ダウンロードしてください。
　　　　　ZOOM 公式ダウンロード⇒ダウンロード：ミーティングクライアント参照
目　的：富山県士会の新人OTの顔合わせ／県士会について　学会など最新情報の把握
内　容：①これからの作業療法について（南砺市民病院：齋藤 洋平 県士会長）
　　　　②自己紹介
　　　　③質問コーナー
【応募方法】下記のメールアドレスまでお申し込みください。
　　件名：「新人交流会参加」本文：①氏名　②所属　③質問コーナーで尋ねたいことを記入の上、
　　送信お願いします。後ほど、ミーティングID、パスワードをお知らせします。
【問 合 せ】野田　理央（南砺市民病院）
　　　　　　　TEL：0763-82-1475　E-mail：toyamaot.welfare@gmail.com 

福利厚生部からのお知らせ福利厚生部からのお知らせ
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氏名種類 旧所属 新（現）所属 備考

異動 五十嵐聡巳 大沢野老人保健施設かがやき みなみの星病院 

異動 石村　拓也 介護老人保健施設　葵の園・なんと 介護老人保健施設　城端うらら 

異動 岡田　和代 アモール訪問看護ステーション 富山大学附属病院 

異動 角畑　智彬 富山リハビリテーション医療福祉大学校 医療法人真正会　真正会富山病院 

異動 亀田　千尋 西能みなみ病院 みどり苑 

異動 阪本　彩佳 南富山中川病院 呉陽病院 

異動 作田　清子 市立砺波総合病院 ふくの若葉病院 

異動 高井友紀江 社会福祉法人セーナー苑 自宅 

異動 武田　美紀 介護老人保健施設チューリップ苑 ケアサポート・まき 

異動 永井　綾恵 富山市恵光学園 こども発達支援室 

異動 羽深　美利 老人保健施設ちょうろく 自宅 

異動 保里　衆子 富山県立中央病院 高岡市きずな子ども発達支援センター 

異動 向　　麻衣 自宅 特別養護老人ホーム　つまま園 

異動 横川　加奈 光ヶ丘病院 介護老人保健施設あおぞら 

異動 横山　哲之 ヴィストキャリア富山中央 ヴィストキャリア富山駅前 

異動 山本　洋輔 西能病院 介護老人保健施設 豊佳苑 

改姓 河岡　奈菜   旧姓　塚田

改姓 瀬川佳栄子   旧姓　牧野

改姓 福島有芽子   旧姓　浦田

改姓 舟橋　未悠   旧姓　草島

改姓 山本　美里   旧姓　土開

退会 稲垣　実来 富山大学附属病院  

退会 内田志津香 チューリップ長江病院  

退会 佐伯　　亘 老人保健施設　チューリップ苑  

退会 佐々木真弓 介護老人保健施設　豊佳苑  

退会 志甫　瑞希 佐々木病院  

退会 杉江　恒星 富山西リハビリテーション病院  

退会 竹澤　京子   

退会 中田沙由里 真生会富山病院  

退会 林　　純香 谷野呉山病院  

退会 村上　聡太 佐々木病院  

退会 山本　朋子 富山西リハビリテーション病院  

会員異動等
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≪報告事項≫
１．県士会関連事業
１）普及指導部
・2021年度高校生体験会　７月２回オンライン
で開催予定。南砺市民病院とその他1カ所よ
り配信。
・アンケートで当事者の声を聞きたいと要望あ
り、OT協会に相応の動画がないか問い合わ
せる。
・ZOOMでの開催にあたり、e-mailアドレスな
ど、個人情報の取り扱い方法について取り決
めが必要ではないか。マニュアルの作成と共
に、注意点などを書き添える。

２）東海北陸作業療法学会
・ウェビナー購入して使用感、機能などの確認。
・３月５日　委員会開催。広報部員の参加を依
頼。
・補助金や助成金の申請予定
３）リーダー研修会
・次年度、WEBにて開催予定。参加者を早め
に選出。

４）富山県リハビリテーション専門職協議会
・WEB研修会（介護予防事業、地域ケア会議
について）：予防教室のビデオは作成済み、
配信予定

５）認知症作業療法委員会
・３月６日　認知症基礎研修　WEB研修会。
ZOOMのウェビナー機能を試用。

６）災害委員会
・２月７日　研修会１7名参加
７）介護ロボット協議会
・杉浦財団補助金申請。２月提出のため計画書
作成中。

８）福利厚生部
・メディカルオンラインのトライアル実施

２．協会関連事業
１）47委員会

・２月６日　47委員会開催。齋藤、吉波参加。
協会員＝士会員がメインの議題。

・新たな会員は、協会と士会の両方入会
・「協会員かつ士会員」「協会員または士会員」
「非会員」などの区分で、メリットを明確化

２）協会からの通知
・精神科病院に対する、指導監督などの徹底に
ついて通知あり。精神部会へ転送。

≪検討事項≫
１．事業計画および予算案について
・各部門の活動案及び予算案について精査。

２．WEBによる研修会、委員会について
・必要な業務に対する支払いについて、他県の
情報収集

３．総会について
・組織再編：６月の総会にて提案。事前に理事
会にて審議。2023年４月より開始。協会再編
の情報も確認

・年会費：2021年度変更せず（近隣の状況も同
じ。参加費の減額、事業の維持、拡大）

・研修会や総会をZOOMで開催

≪報告事項≫
１．県士会関連事業
１）普及指導部
・写真撮影をする場合、事前に対象者に撮影許
可を得る

２）東海北陸作業療法学会
・学会は、４つ程度のZOOMアカウントを使用
して行う

・３月５日　委員会開催。広報、学術担当につ
いて検討

３）富山県リハビリテーション専門職協議会
・WEB研修会（介護予防事業、地域ケア会議
について）を配信予定

４）認知症作業療法委員会

・３月６日　認知症基礎研修　WEB研修会。
現在申し込み30名。

・ゆうちょダイレクト、ウェビナーなど、いく
つかのあらたな試みを学会へ反映。

５）介護ロボット協議会
・杉浦財団補助金申請済、審査結果待ち。

６）広報部
・メーリングの登録推進に向けて取り組む。

７）総務部
・事務局機能変更に伴う、総務関連業務の移行
について検討

８）精神障害者の福祉医療を実現する富山会議
・協力金10,000円承諾

２．協会関連事業
１）協会からの通知
・協会員＝士会員について
・会員情報更新について
・社員総会について（5月29日　13時より）
・児童福祉領域の作業療法士意見交換会：4月
11日

≪検討事項≫
１．事業計画および予算案について

２．総会に向けて
・組織再編について説明
・新人、委員会等の3役、参加希望者
・災害研修会30分程度。

≪報告事項≫
１．県士会関連事業 
１）福利厚生部
・メディカルオンラインについて
トライアルで31名が191文献をダウンロード。
OT数が少ない職場、自宅会員にも広く使用
してもらう目的で、令和３年度は最大文献利
用数130（12万円）で契約する予算立て。追
加料金が発生した場合はプランの追加（12万

円）を県士会から補填することを承認。
２）東海北陸作業療法学会
・演題募集、ポスター送付　等
３）総務部
・事務局機能変更に伴う、総務関連業務の移行
について
書類転送費用や開封の取り扱いなど、検討事
項多々あり、今回は保留。

４）福祉用具委員会
資料参照
2021/2/28 OT協会福祉用具相談支援システ
ム委員会（オンライン）
県士会より浅生氏、太田氏、飯田氏の参加。

５）教育部
・臨床実習指導者講習会　6月26日、27日
4/12現在、17名の参加者あり（定員60名）
再度県士会MLでの参加よびかけ、県士会員
以外の方は辞退していただく方向。

６）事務局
・郵送物
２．協会関連事業
１）福祉用具
・2020年度　生活行為工夫情報モデル事業　報
告書について
・担当者に転送
２）協会員＝県士会員
・三澤理事より連絡あり。2022年の総会に提出
する定款変更を事前に相談。

≪検討事項≫
１．総会について

2021/6/6 　ZOOMにて開催
総会の前に災害リハビリテーション委員会の
研修。
各部長・委員長・理事・新人は優先参加依頼

１）スケジュールについて
２）議案について
・事業報告・計画の修正中
２．組織再編について
・資料参照
定款の変更にむけて進めていく。

３．その他
竹沢前会長、田村前会長を県士会名誉会員に
推薦

令和２年度　第10回理事会

日時：令和3年2月15日（月）　19時より
ZOOMによるWEB会議にて開催 
出席者：齋藤、松岡、島津、丸本、吉波、藤井、
　　　　森、渡邊、大平、桐山、丁子、橋爪
欠席：能登、安本、小倉

令和２年度　第11回理事会

日時：令和3年3月8日（月）　19時より
ZOOMによるWEB会議にて開催 
出席者：齋藤、松岡、島津、丸本、吉波、藤井、
　　　　森、渡邊、大平、能登、安本、桐山、
　　　小倉、橋爪
欠席：丁子
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≪報告事項≫
１．県士会関連事業
１）普及指導部
・2021年度高校生体験会　７月２回オンライン
で開催予定。南砺市民病院とその他1カ所よ
り配信。

・アンケートで当事者の声を聞きたいと要望あ
り、OT協会に相応の動画がないか問い合わ
せる。

・ZOOMでの開催にあたり、e-mailアドレスな
ど、個人情報の取り扱い方法について取り決
めが必要ではないか。マニュアルの作成と共
に、注意点などを書き添える。

２）東海北陸作業療法学会
・ウェビナー購入して使用感、機能などの確認。
・３月５日　委員会開催。広報部員の参加を依
頼。

・補助金や助成金の申請予定
３）リーダー研修会
・次年度、WEBにて開催予定。参加者を早め
に選出。

４）富山県リハビリテーション専門職協議会
・WEB研修会（介護予防事業、地域ケア会議
について）：予防教室のビデオは作成済み、
配信予定

５）認知症作業療法委員会
・３月６日　認知症基礎研修　WEB研修会。
ZOOMのウェビナー機能を試用。

６）災害委員会
・２月７日　研修会１7名参加

７）介護ロボット協議会
・杉浦財団補助金申請。２月提出のため計画書
作成中。

８）福利厚生部
・メディカルオンラインのトライアル実施

２．協会関連事業
１）47委員会

・２月６日　47委員会開催。齋藤、吉波参加。
協会員＝士会員がメインの議題。

・新たな会員は、協会と士会の両方入会
・「協会員かつ士会員」「協会員または士会員」
「非会員」などの区分で、メリットを明確化

２）協会からの通知
・精神科病院に対する、指導監督などの徹底に
ついて通知あり。精神部会へ転送。

≪検討事項≫
１．事業計画および予算案について
・各部門の活動案及び予算案について精査。

２．WEBによる研修会、委員会について
・必要な業務に対する支払いについて、他県の
情報収集

３．総会について
・組織再編：６月の総会にて提案。事前に理事
会にて審議。2023年４月より開始。協会再編
の情報も確認

・年会費：2021年度変更せず（近隣の状況も同
じ。参加費の減額、事業の維持、拡大）

・研修会や総会をZOOMで開催

≪報告事項≫
１．県士会関連事業
１）普及指導部
・写真撮影をする場合、事前に対象者に撮影許
可を得る

２）東海北陸作業療法学会
・学会は、４つ程度のZOOMアカウントを使用
して行う

・３月５日　委員会開催。広報、学術担当につ
いて検討

３）富山県リハビリテーション専門職協議会
・WEB研修会（介護予防事業、地域ケア会議
について）を配信予定

４）認知症作業療法委員会

・３月６日　認知症基礎研修　WEB研修会。
現在申し込み30名。
・ゆうちょダイレクト、ウェビナーなど、いく
つかのあらたな試みを学会へ反映。

５）介護ロボット協議会
・杉浦財団補助金申請済、審査結果待ち。
６）広報部
・メーリングの登録推進に向けて取り組む。
７）総務部
・事務局機能変更に伴う、総務関連業務の移行
について検討

８）精神障害者の福祉医療を実現する富山会議
・協力金10,000円承諾

２．協会関連事業
１）協会からの通知
・協会員＝士会員について
・会員情報更新について
・社員総会について（5月29日　13時より）
・児童福祉領域の作業療法士意見交換会：4月
11日

≪検討事項≫
１．事業計画および予算案について

２．総会に向けて
・組織再編について説明
・新人、委員会等の3役、参加希望者
・災害研修会30分程度。

≪報告事項≫
１．県士会関連事業 
１）福利厚生部
・メディカルオンラインについて
トライアルで31名が191文献をダウンロード。
OT数が少ない職場、自宅会員にも広く使用
してもらう目的で、令和３年度は最大文献利
用数130（12万円）で契約する予算立て。追
加料金が発生した場合はプランの追加（12万

円）を県士会から補填することを承認。
２）東海北陸作業療法学会
・演題募集、ポスター送付　等

３）総務部
・事務局機能変更に伴う、総務関連業務の移行
について
書類転送費用や開封の取り扱いなど、検討事
項多々あり、今回は保留。

４）福祉用具委員会
資料参照
2021/2/28 OT協会福祉用具相談支援システ
ム委員会（オンライン）
県士会より浅生氏、太田氏、飯田氏の参加。

５）教育部
・臨床実習指導者講習会　6月26日、27日
4/12現在、17名の参加者あり（定員60名）
再度県士会MLでの参加よびかけ、県士会員
以外の方は辞退していただく方向。

６）事務局
・郵送物

２．協会関連事業
１）福祉用具
・2020年度　生活行為工夫情報モデル事業　報
告書について

・担当者に転送
２）協会員＝県士会員
・三澤理事より連絡あり。2022年の総会に提出
する定款変更を事前に相談。

≪検討事項≫
１．総会について
2021/6/6 　ZOOMにて開催
総会の前に災害リハビリテーション委員会の
研修。
各部長・委員長・理事・新人は優先参加依頼

１）スケジュールについて
２）議案について
・事業報告・計画の修正中

２．組織再編について
・資料参照
定款の変更にむけて進めていく。

３．その他
竹沢前会長、田村前会長を県士会名誉会員に
推薦

令和３年度　第１回理事会

日時：令和3年4月12日（月）　19時より
ZOOMによるWEB会議にて開催 
出席者：齋藤、松岡、島津、丸本、吉波、藤井、
　　　　森、渡邊、大平、能登、安本、桐山、
　　　　丁子、小倉、橋爪
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　4月も終わり温かく気持ちの良い日が多くな
りました。休日の日中に少し時間があると、う
つらうつらとなり、気付くと夕方…という私の
ような失敗をする方も多いのではないでしょう
か。去年から今年にかけて新型コロナウイルス
の世界的な流行をはじめ、１月から２月にかけ
ては富山県でも記録的な大雪となり肉体的にも
精神的にも疲弊している方が多いと思います。
人それぞれ気分転換の方法は違うと思いますが、
このようなゆっくりとした時間を過ごす機会を
大切にして頂き、現在の厳しい情勢を共に乗り
越えていけたらと思います。　　　　(M．K)

編 集 後 記
会 員 名（代表者） 住　　　所

（順不同）賛助会員名簿

学校法人金城学園
　金城大学　医療健康学部
　（学長　前島　伸一郎）

医療法人社団いずみ会
　（理事長　大西　仙泰）

富山リハビリテーション
　　　　医療福祉大学校
　　（校長　青池　浩生）

株式会社　ウィル
（代表取締役　黒田　勉）

株式会社　富山県義肢製作所
　富山県補聴器センター
（代表取締役　森田　忠浩）

株式会社　gene
（代表取締役　張本　浩平） 

ライフ・クリエイト株式会社
（代表取締役　北野　満）
リハビリ・デイサービスおやべ
リハビリ・デイサービスたかおか
リハビリ・デイサービスとなみ

〒924-8511
石川県白山市笠間町1200
TEL　076-276-4400

〒939-8075
富山市今泉220
TEL　076-425-1166

〒930-0083
富山市総曲輪4丁目
　　　　　　　4番5号
TEL　076-491-1177

〒939-0311
射水市黒河3075
TEL　0766-56-7099

〒930-0042
富山市泉町1丁目2-16
TEL　076-425-4279

〒461-0004
愛知県名古屋市東区葵
　　　　　　　1-26-12
IKKO新栄ビル6階
TEL　052-325-6611
 
〒932－0814　
小矢部市赤倉207
TEL　0766-67-2001

現在、ホームページや施設宛ての発送以外に、メーリングリストへ登録していただいた方に、多くの
情報を配信しています。
今後さらに、メーリングを活用し、会員への情報の多くをメールを通じてお知らせしていきます。
■対象
一般社団法人 富山県作業療法士会会員
■配信内容
〇  協会や県士会が主催する研修会等に関するお知らせ
〇  作業療法に関する情報（制度改定や最新情報等）
〇  災害時の緊急連絡や情報提供
〇  協会や県士会からの事務的な連絡
〇  その他作業療法に有用な情報　等


